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定価１部10円 (組合員の購読料は組合費に含んでいます)

〈〈２２面面〉〉

・・市市職職労労 若若いい世世代代のの交交流流会会

・・神神戸戸ママララソソンン22002244

・・ ｢｢旧旧居居留留地地レレスストトラランンでで秋秋ののししららべべをを楽楽ししむむ会会♪♪｣｣

・・神神戸戸市市民民病病院院機機構構法法人人本本部部((1111//2266))・・神神戸戸市市公公立立大大
学学法法人人((1111//2288))とと担担当当者者交交渉渉
年年末末手手当当22..3355月月分分をを1122月月1100日日にに支支給給

遠め

が
ね

この秋､ 体
調を崩し１
ヶ月以上､
公務も組合
活動もお休

みをさせていただきました｡
激痛で昼も何もできず､ 寝
返りの度に目覚めるので夜
もあまり眠れずの日々でし
た｡ 仕事を休んでいる申し
訳なさや日常生活が本当に
戻るのかの不安､ 外に出ず

人と話さないことなどでど
んどん気分が落ち込む期間
もありました｡ しかし､ 痛
みの少ない時間帯や手術後
の痛みが激減した頃には､
積読になっていた本を読ん
だり､ 知人の僧侶の法話を
YouTubeで見聞したり､
忙しい日々ではできなかっ
た学びもたくさんありまし
た｡ 法話や療養中の自身の
体験から｢当たり前｣と言う

ことは当たり前ではないこ
とを痛感しました｡ これま
での自分がいかに恵まれた
環境にあったのかにも気付
きました｡ 振り返れば､ 日
頃よく使っている様々な休
暇制度をはじめ福利厚生制
度や､ 気持ちよく働けてい
る労働環境も当たり前では
なかったことが改めてわか
りました｡ これまでの先輩
方の組合運動でのご苦労や

成果の｢お陰様｣ということ
がたくさんあります｡ これ
まで当たり前ではなかった
こと､ 労働者の権利として
勝ち取ってきたこと､ これ
らのことをこれからも大切
に守っていくことが私たち
組合役員にとって大きな使
命でもあると感じています｡
そして何よりも健康に働け
ていることにもっと感謝を
していきたいと感じました｡

遠
め

がね 氏名( )

所属( )

匿名希望 有・無

ペンネーム( )

き り と り 線

投稿募集

☆市職労への要望

☆身近に感じる疑問､

矛盾､ 改善への提

案 etc.

※教宣部まで

掲載させていただい

た方には素敵な記念

品を進呈！

年末年始じちろうマイカー共済の
事故受付 (通常業務と同様です)

〇マイカー共済事故受付センター
0120－088－924

〇故障・トラブル・レッカー等のロード
サービスは全労済ロードサービスへ
0120－889－376

直 通

代表･全労済･共済 ０７８－５９５－６２００

会計 ０７８－５９５－６２０１

Fax ０７８－５９５－６２０４

内 線

執行部 ９７１－６６５３・６６５６

全労済 ９７１－６６５２

自治労共済 ９７１－６６５１

会計 ９７１－６６５７

Fax ９７１－６９９９

市職労事務所の案内
提案内容は､ 市職労と

して要求をしてきたもの

で､ 11月７日の賃金確定

闘争の最終回答の中で､

当局から ｢小学校３年生

までの拡大について具体

的に検討をすすめている｣

とあったものです｡

提案では､ ｢育児部分

休暇｣ の新設とあり､ 取

得要件が小学校就学の始

期から小学校３年生まで

の子を養育する職員が対

象となっており､ 現在の

育児部分休業と同じ内容

の休暇制度となっていま

す｡

一方で､ 各種制度が充

実しても､ 厳しい職場実

態から取得することがで

きないという声も多くあ

ります｡ 人員体制の確保

など職場体制の充実が求

められています｡

引き続き､ 各種休暇制

度の改善や職場改善に取

り組んでいきますので､

職場からの切実な要求を

本部まで届けてください｡

11月21日市労連は､ 山川行財政局給与課長をはじめとする当局代

表と小委員会交渉を行いました｡ この交渉で当局から､ 制度改善要

求に対する回答として､ ｢育児部分休暇の新設｣ の提案がありまし

た｡ 提案に対し市労連は､ 持ち帰り協議することとしました｡

【提案資料】

育児部分休暇の新設について(案)

１. 概 要

職員の仕事と育児の両立支援のため､ 小学校就学の始期から小学校３年生ま

での子を養育する職員が､ １日を通じて２時間を超えない範囲内で取得できる

｢育児部分休暇｣ を新設する｡

２. 制度内容� 対象職員

正規職員､ 任期付職員､ 育児休業代替任期付職員､ 再任用職員� 取得要件

小学校就学の始期に達する日から満９歳に達する日以後の最初の３月31日

までの間にある子を養育する職員� 内容

正規の勤務時間の始め又は終わりにおいて､ １日を通じて２時間を超えな

い範囲※で15分を単位として取得できる｡

※分割 (始めと終わり) も可能

※ただし､ 育児時間・介護時間・育児部分休業を取得している職員は､ 合計

２時間を超えない範囲で取得できる｡� 給与の取扱い

・無給 (育児部分休業と同様に取得実績に応じて減額)

・勤勉手当については､ 育児部分休暇の取得により勤務しなかった時間を日

に換算して30日※を超える場合､ 全取得時間について７時間45分をもって

１日と換算し､ 勤務期間から除算する｡

※育児部分休業を取得した場合は､ 育児部分休暇との合計で30日� 手続き

申請は月ごとに行い､ 初回は取得予定日の２週間前までに､ 継続の場合は

取得予定月の前月の給与支給日までに請求する｡� その他

他の休暇との併用等については､ 育児部分休業と同様とする｡

３. 実施時期

令和７年４月１日

育児部分休暇の新設提案

対象期間が小学校3年生までに拡大
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11月27日､ コロナ禍で交

流会・懇親会などの交流が

できなかった若い世代の交

流会を開催しました｡ 当日

は､ 役員を合わせて約60名

が参加し､ テーブル対抗ク

イズ大会やビンゴ大会で盛

り上がりました｡

参加者からは､ ｢楽しかっ

た｡ また開催してほしい｣

や ｢もっと早く開催してほ

しかった｣ などの声が寄せ

られています｡

����������
沿道からランナーへ声援を送る!

市職労��������
�������������������������������

11月17日､ 神戸マラソン

2024が開催され､市職労は

今年も約50名で､沿道整理

やランナーサポートなどのボ

ランティアを行いました｡ ボ

ランティアには山口市職労

３名､神戸観光局労組から

５名が一緒に参加しました｡

当日は､ 出発地三宮は雨

からはじまり､ 塩屋駅付近

は晴天､ マラソンには暑す

ぎる状況でしたが､ 疲れの

見えるランナーに声援を送

りながらそれぞれの持ち場

でボランティアとして活躍

しました｡

参加者からは ｢ランナー

の方から ｢ありがとう｣ と

言ってもらえたりして､ やっ

てよかったと思えた｣ ｢久

しぶりの参加でした｡ さす

がに疲れましたが楽しかっ

たです｣ などの感想が寄せ

られました｡�����������������������
美味しい料理､美しい音色に癒される!

������������������������������������������������������������������ ���������������������������������������
の改定について神戸市と同

様の改定とすることの考え

方が示されました｡ (給与

改定に伴う差額支給は､ 令

和７年１月20日)

給料表(２)(３)(４)につ

いては､ 令和６年４月に今

年度分の給料表の改定を実

施しており､ 令和７年度の

改定については､ 国立病院

機構の改定状況を踏まえ改

めて回答するとの考え方が

示されました｡

回答に対し､ 市職労は､

給与改定分の差額支給が越

年となっていることが続い

ており､ 来年度以降の改善

を求めました｡ また､ 給料

表の(２)(３)(４)について

は､ できるだけ早期に回答

するよう求めました｡

【神戸市民病院機構法人
本部担当者交渉】

11月26日､ 市職労は､ 筒

井総務課長をはじめとする

法人本部代表と担当者交渉

を行いました｡

冒頭､ 総務課長から､

｢機構の経営状況について､

2023年度決算で機構全体の

経常損益は約44億円の赤字､

令和６年度も同様に大幅な

赤字を見込むなど非常に厳

しい経営状況にある｣ と機

構の経営状況について説明

がありました｡

しかし､ 経営状況が厳し

い中でも年末手当について

は､ 2.35月分を12月10日に

支給するとの回答を引き出

しました｡

給与改定については､ 給

料表(６)及び神戸市派遣職

員については､ 令和６年度

｢原則は市に準じた改正を

行いたく検討をしているが､

来年度の市からの運営費交

付金の交付額等､ 法人の財

政状況を踏まえ､ 改めて回

答する｣ にとどまり､ 継続

協議となっています｡

また､ ｢学内審議に時間

を要するため､ 給与改正を

行う場合においても差額精

算は３月とする｣ ことや､

｢休暇制度についても､ 市

に準じた取扱いとしてきて

おり､ 市の決定を踏まえ検

討したい｣ との考え方が示

されました｡

回答に対し市職労は､ 給

料表等､ 今回示されていな

い部分について､ できるだ

け早期に回答することや､

差額について越年となって

いることが続いており､ 来

年度以降の改善を求めま

した｡

【神戸公立大学法人本部
担当者交渉】

11月28日､ 市職労は､ 増

田課長をはじめとする法人

本部代表と担当者交渉を行

いました｡

交渉では､ 法人・大学に

おける財政状況について､

｢神戸市からの運営費交付

金が大幅に減額となり､ 来

年度の市の予算編成におい

ても､ 依然として厳しい対

応が見込まれる｣ としなが

らも､ 年末手当の引上げ・

給与改定については､ 教職

員の期待が大きいことも承

知しており､ 要望の趣旨に

答えるよう検討を重ねてき

たとの説明のあと､ ｢一時

金について､ 神戸市に準じ

た改正として､ 12月10日に

2.35月分を一括支給する｣

との回答を引き出しました｡

給与改定については､

11月21日､ 青年女性部企画として､ ｢旧居留地レストランで秋のしらべ

を楽しむ会♪｣ を開催しました｡

当日は､ 50名以上が参加｡ おいしい料理でお腹を満たしながら､ バイオ

リンとピアノによる演奏会の音色に癒されて､ 和やかな雰囲気となりまし

た｡ 今後もみんなで楽しめる企画を考えていきます｡

神戸市民病院機構法人本部(11/26)・
神戸市公立大学法人(11/28)と担当者交渉

年末手当2.35月分を12月10日に支給
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